
2 

 

 

授与番号 甲第1780号 

 

論文内容の要旨 

 

 

Morphology of the Patellar Tendon and its Insertion Sites Using Three-dimensional 

Computed Tomography: A Cadaveric Study 

(3Dイメージングを用いた膝蓋腱とその骨付着部の形態学的検討) 

（及川龍之介，田島吾郎，燕軍、丸山盛貴，菅原敦  

及川伸也，西郷峻瑛，高橋裕孝，土井田稔） 

（The Knee 2019年１月電子掲載） 

 

 

Ⅰ．研究目的 

  

 前十字靭帯損傷に対し，膝蓋腱を骨付き再建靭帯（BTB；bone-patellar tendon-bone）

としてグラフトに用いる術式は優れた臨床成績を示し，現在広く行なわれている．BTB グ

ラフトによる前十字靭帯再建の利点には，スクリューを用いた骨孔内での強靭な固定，術

直後からの優れた強度，グラフトと骨孔の直接の骨癒合が得られることなどがある．しか

し，術中合併症の一つにグラフト長と骨孔長の不一致があり，こうした場合に理想的なグ

ラフト固定が出来なくなる可能性が指摘されている．BTB グラフトは採取部位によってそ

の腱長が変化すると予想されるが，グラフトの腱長と採取部位の関係はいまだ明らかにさ

れていない． 

 また近年，骨孔とグラフトの bone-plug をそれぞれ長方形状にすることで,より正常な

前十字靭帯の走行に近いグラフト設置を目指す術式が開発されており，腱長のみならず

BTBグラフト全体の詳細な形態的特徴の把握が求められている． 

 本研究の目的は3D-CTモデルを用いて，膝蓋腱とその両骨付着部の詳細な形態を明らか

にし，グラフトの長さ，厚さ，形状と，採取部位の関係を検討することである． 

  

 

Ⅱ．研究対象ならび方法 

  

 解剖実習用献体の左 32 膝を用いた．膝蓋腱とその両骨付着部を剖出し肉眼観察を行っ

た．脛骨骨幹部中央と膝蓋骨上縁で切離した膝を脛骨の軸に合わせて牽引固定装置に設置

し，膝蓋腱に10Nの持続張力をかけた状態でCT撮影を行った．DICOMデータを基に，画像

構築ソフト(Mimics version 19.0; Materialise N.V., Belgium)を用いて骨と靭帯をセグ

メンテーションし，脛骨，膝蓋腱，膝蓋骨からなる3Dモデルを作成し，解析ソフト(3-matic 

version 15.0; Materialise N.V., Belgium)により，膝蓋腱骨付着部分の形態とその表面

積、膝蓋腱の幅，長さ，厚さを解析した．腱の部位における有意差検定は，重複測定-一

元配置分散分析を用いた． 
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Ⅲ．研究結果 

  

1. 膝蓋骨側，脛骨側における膝蓋腱付着部の形状は，V字と三日月状でその付着部の骨

頂点はそれぞれ腱の幅の内側44.5%,35,5%に位置していた．脛骨側の付着部の面積は

409.5mm2であった． 

2. 膝蓋腱の幅は近位，中間，遠位でそれぞれ平均29.9mm，27.3mm，25.0mmであった． 

3. 膝蓋腱の長さは，腱の幅の内側40.6% で最も短かった．10%毎に測った場合，最短は

内側から40%で平均38m，最長は内側から90%で平均 54mmであった．内外側の同じ割

合で比べると常に外側が長かった． 

4. 腱の厚さは，中間の腱の幅において 5%毎に測ったとき，内側 40%から 75％において

平均4.5mmで有意差はなく(p=0.051)，その範囲から両端へ向かい徐々に薄くなった． 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ．結  語 

 

膝蓋腱，及びその両骨付着部のそれぞれに一貫した形態学的特徴を認めた．この発見はBTB

グラフトの形態が，その採取部位によって強く特徴付けられることを示した．採取部位に

よってBTBグラフトの長さ，厚さ，骨腱移行部形態の予測ができることは術者にとって有

用になると考えられた． 
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